
   
 
 

令和４年３月１１日（金） 
国土交通省  関東地方整備局 
大 宮 国 道 事 務 所 
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発表記者クラブ 

竹芝記者クラブ、神奈川建設記者会、埼玉県政記者クラブ、さいたま市政記者クラブ 

問い合わせ先 

国土交通省 関東地方整備局 大宮国道事務所 電 話 048 ｰ 669 ｰ 1200（代） 

副所長（技）      渡邊
わたなべ

 正
ただし

   （内線 205） 

管理第二課長       伊藤
い と う

  仁
ひとし

    （内線 441） 

大宮国道事務所発注の耐震補強工事において、 

「見積活用方式」、「難工事指定」の試行、併せて「余裕期間制度」

を採用します。 

工事発注において予定価格超過や入札参加者がいないことなどを理由として、入札のとりやめや不調が

予測される工事について不調・不落対策を試行しております。 

今回発注する下記対象工事は、標準的な積算と実勢価格に乖離が生じていることが想定されたため、以

下の①②を試行、③を採用します。 

【対象工事】（※工事の概要は別添の工事概要を参照してください。） 

○  Ｒ４国道１７号笹目

ささめ

橋

ばし

（上り）耐震補強工事 

【不調・不落対策の採用】 

① 「見積活用方式」 

当該工事は、分割した鋼製の補強鋼板を下段から１ブロック毎に溶接し立ち上げなければならず、

また、既設橋脚にテーパーがついているため、鋼板の立て込み及び溶接時に作業効率が低下すること

が懸念されます。 

このため入札者から見積の提出を求め、その価格の妥当性を検証のうえ、予定価格に反映する「見

積活用方式」を試行します。 

見積を求める工種は、標準的な積算と乖離が予想される工種より選定しています。 

② 「難工事指定」 
工事を適切に完成させた場合、その後の発注工事における総合評価項目「難工事施工実績評価対象

工事（試行）」を加点対象とする「難工事指定」を試行します。 

③ 「余裕期間制度（発注者指定方式）」 
受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、労働者確保等の準備を行うこと

ができる余裕期間を設定した工事です。 

余裕期間内は、主任（監理）技術者の配置を要しません。また、現場に搬入しない資材等の準備を

行うことができ、資材の搬入、仮設物の設置等の工事の着手を行ってはいけません。なお、余裕期間

内に行う準備は受注者の責により行うものです。 

１/２ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●Ｒ４国道17号笹目橋（上り）耐震補強工事 

《工事概要》 

（１）工事場所：埼玉県戸田市下
と だ し し も

笹
ささ

目
め

地先  

（２）工 期：令和４年７月１日から令和５月５月31日まで 

       （余裕期間：契約の翌日から令和４年６月３０日まで） 

（３）入札方式：一般競争入札方式（総合評価落札方式）施工能力評価型Ⅱ型 

（４）工事種別：橋梁補修工事 

（５）工事内容（概要）橋梁耐震補強工 

・RC橋脚巻立て鋼板製作工 １６ｔ ・RC橋脚鋼板巻立て工 １基 

・法覆護岸工 １８０㎡ ・仮設工 １式 

 

《見積活用方式について》 

標準的な積算と乖離が予想される工種が存在するため、入札者から見積の提出を求め、その価

格の妥当性を検証の上、予定価格に反映する「見積活用方式」を採用します。 

○見積の提出を求める主な工種 

直接工事費のうち、「RC橋脚鋼板巻立て工」の「鋼板巻立て」及び「現場溶接」 

○見積活用方式を実施する理由 

本工事は、笹目橋（上り線）における道路橋の耐震補強工事で、荒川の河川区域内にて、非

出水期にP９橋脚の鋼板巻立てを実施する工事です。 

当該工事は、分割した鋼製の補強鋼板を下段から１ブロック毎に溶接し立ち上げなければな

らず、また、既設橋脚にテーパーがついているため、鋼板の立て込み及び溶接時に作業効率が

低下することが懸念されます。 

 

《難工事指定について》 

「難工事」に指定された工事は、完成時に70 点以上の工事成績評定を通知された場合、今後

発注される「難工事施工実績評価対象工事（試行）」の総合評価の評価項目において加点対象と

なります。 

 

《余裕期間制度（発注者指定方式）について》 

本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、労働者確保等の

準備を行うことができる余裕期間を設定した工事です。発注者が工事の始期をあらかじめ指定し

ているため、工事の始期までの間は余裕期間となります。 

（余裕期間：契約の翌日から令和４年６月３０日まで） 

なお、工事の始期までの余裕期間内は、監理技術者等の配置が不要となります。 

 

《スケジュール》 

○入札公告、見積依頼書交付            ：令和 ４年 ３月 １１日（金） 

○競争参加資格確認申請書、見積書提出期限     ：令和 ４年 ３月 ２８日（月） 

○入札・工事費内訳書提出期限           ：令和 ４年 ４月 ２２日（金） 

○開札日                     ：令和 ４年 ４月 ２７日（水） 
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